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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＣＣＰケーブルの構造的特徴について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信線路に用いられるＣＣＰケーブルは、構造により幾つかに区分される。電柱等に架設さ

れるケーブルは、自己支持型ケーブルと丸型ケーブルとに大別される。

自己支持型ケーブルは、亜鉛めっき鋼より線等とケーブル心線とがポリエチレンで共通被覆

されており、架設時の作業性に優れている。しかし、郊外地や海岸沿いで強風にさらされる所

に架渉された場合、断面形状が (ア) 形のため翼の効果等によりダンシングが生じやすく、

捻回挿入等の対策が必要となる。したがって、強風地帯や多対のケーブルが必要とされる場合
ねん

は、丸型ケーブルが多く用いられている。

一方、架空ケーブルの心線外被に施されている構造によって区分すると、ポリエチレンの

外部シースを施したＣＣＰ－Ｐケーブル、 (イ) シースを施したＣＣＰ－ＡＰケーブル、

散弾銃、鳥・虫害対策として波付ステンレス (イ) テープで補強・保護したＣＣＰ－ＨＳ

ケーブルのほかＣＣＰ－ＪＦケーブルなどがある。これらのうち、ＣＣＰ－ＡＰケーブルの

(イ) シースは、片面に特殊な接着性のよい樹脂を接着したアルミテープが用いられ、そ

の上からポリエチレンを被覆したもので、アルミテープとポリエチレンシースが接着した構造

になっており、 (ウ) の改善と遮へい効果の改善が図られている。

また、ＣＣＰ－ＪＦケーブルは、地下配線用に使用されており、ケーブルコアの間隙部に混
げき

和物が充填され、外被に外傷を受けても (エ) が広がらないという構造になっている。
てん

<(ア)～(エ)の解答群>

① 防温効果 ② カラード ③ 防湿効果 ④ コーティング

⑤ ひょうたん ⑥ 傷 口 ⑦ 偏 平 ⑧ 耐熱効果

⑨ ガス漏れ ⑩ 楕 円 ⑪ 浸水部分 ⑫ 星
だ

⑬ プリント ⑭ 流動抵抗 ⑮ ラミネート ⑯ 電 食
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(２) 次の文章は、設備投資における経済比較法、経済的寿命及び減価償却について述べたものであ

る。 内の(オ)～(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。 (３点×３＝９点)

(ⅰ) 経済比較法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 経済比較を費用により行う方法には、年経費による方法と、現価による方法とがある。年

経費は、設備投資を使用期間中の費用として割り付けた資本回収費と、設備を使用していく

ときに設備の維持運用等に必要な毎年支払わられる稼働費等の合計である。

Ｂ 単純現価比較法は、比較期間中の創設費及び稼働費等すべての支出及び純残価収入(負の

支出として扱う。)をそのまま直接現価に換算し、合計することにより、この現価合計額の

最も低い案を有利とする比較法である。

Ｃ 年経費現価比較法は、稼働費等を除き、創設費のみを対象に資本回収費として各年度に割

り当ててから、比較期間に相当する分だけを現価に換算し、最も低額の案を有利とする比較

法である。なお、各年度の年経費を現価に換算するためには、各年度に対応する資本回収費

に資本回収係数を乗じて算出する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 経済寿命について述べた次の文章は、 (カ) が正しい。

<(カ)の解答群>

① 経済寿命は、設備が普通の使用状態において、磨耗、老朽及びこれに類する自然

に起こる損耗によって使用に耐えられなくなるまでの期間である。

② 設備の使用期間を長くしていくと、最初は資本回収費の低下によって年経費も低

下するが、やがて稼働費の上昇が資本回収費の低下を上回るようになり、年経費は、

ある年数ｎ年使用したときに最小となる。経済寿命は、この設備の使用期間中の平

均年経費を最小とする使用期間ｎである。

③ 設備の寿命の原因は、物理的な老朽劣化ばかりでなく、機能的不適応、陳腐化、

天災、人為的災害などがあるが、経済寿命は、設備を取得してからそれが廃物とし

て処分又は放棄されるまでの期間である。

④ 経済寿命は、会計上の減価償却に用いる設備の使用年数であり、法定の年数表に

記載されている数値で、企業等で勝手に変えて使用することはできない。
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(ⅲ) 減価償却について述べた次のＡ～Ｂの文章は、 (キ) 。

Ａ 設備の減価償却費は、一般に、創設費に相当する取得価格、寿命又は耐用年数に相当する

使用期間、使用期間経過後におけるその設備の処分価値に相当する残存価値(残価)及び設備

の維持運用等の費用に相当する年経費から算出される。

Ｂ 減価償却の方法は、定率法、定額法、減債基金法などがある。定額法と減債基金法は、毎

年の減価償却費が一定である。定率法は、初年度の償却費が最小で、その後の年数が経つほ

ど高額になっていく方法である。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい

③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

在庫管理について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。なお、文

章の表現は、ＪＩＳ Ｚ ８１２１の｢オペレーションズリサーチ用語｣を参考にしている。

<(ク)の解答群>

① ＡＢＣ分析は、在庫品目が非常に多い場合、それを使用金額の大きさの順に並べ

て、パレート図の累積曲線を作成し、Ａ、Ｂ、Ｃのグループに分け、能率的に重点

管理を行う在庫管理方式である。

② 発注点方式は、在庫品の補充発注する周期を定め、発注時点で最小在庫量を下回

っている在庫品を定量補充する在庫管理方式である。

③ 定期発注方式は、発注間隔をあらかじめ定めておき、発注量をその都度、現在在

庫、需要数などに応じて定め、発注する在庫管理方式である。

④ 陳腐化損失は、流行の推移や技術革新の進展に伴って在庫中に経済的価値が減少

することによる損失である。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、製品の抜取検査について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

量産される製品についてロットから一部をサンプルとして抜き取って試験し、統計的な考え

方に基づいて品質を調べ、認定・受入れなどの合否判定を行う方法は、抜取検査といわれる。

抜取検査方式の特徴を表すものに、 (ア) がある。 (ア) は、ロットの不良率と、

その合格する確率との関係を示すものであり、図中におけるＰ は合格信頼性水準、Ｐ は０ １

(イ) といわれる。

抜取検査においては、 (ウ) である生産者危険と (エ) である消費者危険とが存在

し、これらの問題を完全に回避することは難しい。したがって、これらの値は、生産能力、品

質要件、経費、時間等を総合的に判断して設定される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 信頼水準 ② バーンイン ③ ３シグマ限界

④ ＯＣ曲線 ⑤ ＦＴＡ ⑥ ロット許容不良率

⑦ ＭＴＢＦ ⑧ バスタブ曲線 ⑨ ディレーティング曲線

⑩ 不合格としたい悪い品質のロットが合格となる確率

⑪ 不合格としたい悪い品質のロットが不合格となる確率

⑫ 合格としたい良い品質のロットが合格となる確率

⑬ 合格としたい良い品質のロットが不合格となる確率

Ｐ０ Ｐ１

a:生産者危険

ｂ:消費者危険

ロットの不良率

１００％

ロ
ッ
ト
の
合
格
確
率
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(２) 次の文章は、ある装置Ａの信頼性について述べたものである。次の 内の(オ)～(ク)

に最も適したものを下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、この装置の故障分布は、

４８,０００時間までは、指数分布に従うものとする。なお、必要に応じ下記の数値を用いるこ

ととし、答えは有効数字３けたとする。 (３点×４＝１２点)

ｅ ≒０.５３５３ ｅ ≒０.８８２５ ｅ ≒０.９７９４－０.６２５ －０.１２５ －０.０２０８

ｅ ≒０.７７８８ ｅ ≒０.９３９４ ０.９≒－０.１０５４－０.２５０ －０.０６２５ log ｅ

(ⅰ) 装置Ａを４８,０００時間使用したところ３回の故障が発生した。この装置の１時間当たり

の故障率は、 (オ) 件／時間 であり、１,０００時間での信頼度は、 (カ) である。

次に、この装置Ａの信頼度を０.９００以上に保つためには、 (キ) 時間 以下の使用

時間とする必要がある。

(ⅱ) この装置Ａ２台を用いて並列冗長系システムを構成した場合、１,０００時間における信頼

度は、 (ク) である。

<(オ)～(ク)の解答群>

－５ －５ －４① ２.０８×１０ ② ６.２５×１０ ③ ６.２５×１０

－１ －１ －１④ ２.２１×１０ ⑤ ３.６３×１０ ⑥ ９.３９×１０

⑦ ９.７２×１０ ⑧ ９.９６×１０ ⑨ ９.７２×１０－１ －１

２ ３ ３⑩ １.６８×１０ ⑪ １.６８×１０ ⑫ ５.０６×１０
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバケーブルの試験・監視の概要について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバケーブルの各種試験を実施する場合は、その自動・遠隔操作を可能とするため、

図に示す構成の試験システムが用いられている。このシステムの光試験装置部には、光源や

(ア) などが組み込まれており、試験方法に合わせ、各種試験光による測定が可能な仕組

みとなっている。通信中であってもパルス試験等の実施を可能とするため、試験光の波長には、

通信光と異なるものが用いられ、試験光は、 (イ) によって接続された目的の光ファイバ

心線へ、光カプラを介して入力される。一方、受光側では、ＯＮＵやＤＳＵなどの接続に用い

るターミネーションケーブル等に、 (ウ) を取り付け、試験光を除去している。また、光

試験装置部において他の試験光に切替え、測定点のＩＤテスタ等と組み合わせることにより損

失試験や心線対照などを行うことも可能である。

被測定ケーブルが、光ファイバＷＢケーブルである場合は、浸水に弱い接続部に浸水検知モ

ジュールが設置されている。接続点が浸水した場合は、浸水検知モジュール内の膨潤材が膨張

し可動部が移動することにより、光ファイバに (エ) が生ずるため、この位置をパルス試

験等で検知し、浸水発生箇所を遠隔で特定することができ、自動的に監視することも可能であ

る。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ベースバンド試験機 ② 曲げ損失 ③ 光増幅器 ④ 波長選択装置

⑤ 絶縁抵抗試験機 ⑥ ＯＴＤＲ ⑦ 参照ファイバ ⑧ レイリー散乱

⑨ 励振用光ファイバ ⑩ 光減衰器 ⑪ 光スプリッタ ⑫ 心線選択装置

⑬ 光アイソレータ ⑭ 心線破断 ⑮ 光フィルタ ⑯ フレネル反射

光試験
装置部

制御装置

ＯＮＵ

伝送装置へ

浸水検知モジュール

ユーザ

通信設備センタ

(ウ)
(イ)

光ファイバ WBケーブル

光カプラ
ＦＴＭ

接続部



7

(２) 次の文章は、メタリックケーブル及び光ファイバケーブルへの浸水対策などについて述べたも

のである。 内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その

番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) メタリックケーブルのガス保守について述べた次の文章は、 (オ) が正しい。

<(オ)の解答群>

① 浸水に伴う静電容量や反射減衰量の低下による回線故障を回避するため、ケーブ

ル内への浸水を防ぐガス保守が用いられている。

② ガス永久封入方式は、乾燥度に優れたヘリウムガス等を用いて、主に伝送特性へ

の要求が厳しい市外ケーブルに適用されている。

③ ガス連続供給方式は、市外ケーブルと比較して、主に、ケーブル長が長く、ガス

容量の大きい市内ケーブルに適用されている。

④ ガス漏えい箇所でピンホールを探索する場合、石鹸液で発見できるピンホールの

大きさは、直径０.０５～０.１０ ｍｍ である。直径０.２０ ｍｍ 以上のピ程度

ンホールになると大きなガス放出音が発生するので、一般的に、音でも発見できる。

(ⅱ) メタリックケーブルにおけるガス漏えい点の探索について述べた次のＡ～Ｃ文章は、

(カ) 。

Ａ ガス永久封入方式では、ガス封入ケーブルに漏えい孔が発生した場合、時間の経過ととも

に漏えい点付近で最も圧力の低い分布を示す。

Ｂ ガス連続供給方式では、ガス封入ケーブルに漏えい孔が発生した場合、漏えい孔からの放

出量とガス供給装置からの供給量が平衡状態に達し、供給点から漏えい点までのガス圧力は、

ほぼ均等の分布を示す。

Ｃ ガス圧測定を効率化するため、ケーブルの接続点に一定の間隔で圧力発信器を封入するガ

ス圧遠隔監視方式が広く用いられている。この方式の圧力発信器は、個々に固有周波数の応

答回路を持ち、監視部からの信号に応答してガス圧力値を電気信号に変換し、監視部に送信

する。送信されたデータを基にケーブルのガス圧傾斜図を作図し、ガス漏えい点を推測する。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 光ファイバケーブルの浸水対策等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① 光ファイバケーブルは、長期にわたって進行する破断寿命の短縮と、金属腐食に

伴い発生する水素による長期的な損失の増加を防ぐため、浸水対策を行う必要があ

る。

② 光ファイバーケーブルを保守管理する方式としては、メタリックケーブルのガス

設備を共用し、メタリックケーブルのガス保守技術の実績を活用したガス保守方式

も用いられてきた。

③ 非ガス保守に用いられるＷＢケーブルは、浸水時に吸水材料が膨張し、光ファイ

バケーブル内の空間にダムを形成し、それ以降への水の侵入を阻止する。

④ 非ガス保守において、ケーブル本体の切断事故の位置は、浸水障害測定器を用い

ることで容易に探索が可能である。

(ⅳ) 光ファイバケーブル外被及び接続点の補修について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ケーブルの外被を補修する際、メタリックケーブルの場合のようにＰＥテープを融着した

後テーピングする方法を採ると、熱により光ファイバ心線が劣化する場合があるため、テー

ピングのみによる方法で補修する。

Ｂ 撤去された光ファイバケーブルを再利用する場合は、光ファイバケーブルのけん引時に外

被補修部分が損傷する場合があるため、外被補修部分はあらかじめ取り除く必要がある。

Ｃ 接続点が浸水した場合は、光ファイバ心線の破断確率を抑制するため、浸水後一定期間内

に乾燥させ、補修を行う必要がある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ケーブル外被に使用されているポリエチレンの環境応力亀裂について述べたもの
き れつ

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

金属には、応力腐食といわれる現象があるが、ポリエチレンにも応力と環境媒質との相互作

用により劣化が生ずる。

ポリエチレンは、応力(ひずみ)を加えた状態で、アセトン、アルコール、石鹸水などの極性

の強い液又はグリース中に浸されていると亀裂を生ずる性質がある。この現象は、環境応力亀

裂(ＥＳＣ:Environmental Stress Cracking)といわれ、アセトン、アルコールなどの物質の

(ア) によってポリエチレン分子の (イ) が破られて発生する。ポリエチレンに加え

られるひずみと環境応力亀裂の関係については、ひずみが小さ過ぎても、また、大き過ぎても

環境応力亀裂は発生せず、その中間の大きさで発生するといわれる。

環境応力亀裂を防ぐ方法には次の対策がある。ケーブル外被の材料として、 (ウ) ポリ

エチレンを使用したケーブルを用いる。ケーブル布設の施工時は、ケーブル外被に不要な外力

を加えることによる外被の (エ) を生じさせないようにする。万一 (エ) が生ずる場

合は、その部分のケーブル外被のひずみを除去することが必要である。また、ケーブル布設時

には、事前に管路清掃を行いケーブルに傷がつかないようにする必要がある。

<(ア)～(エ)解答群>

① 膨潤圧力 ② 抵抗力 ③ 余 長 ④ 発 泡

⑤ 結合力 ⑥ 接 着 ⑦ 分子量の少ない ⑧ 吸収力

⑨ 充 填 ⑩ 反発力 ⑪ 分子量の多い ⑫ ピンホール
てん

⑬ 絶縁破壊 ⑭ 挫 屈 ⑮ クリーピング
ざ

(２) 次の文章は、線路設備の維持・運用について述べたものである。 内の(オ)～(ク)に

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 金属の腐食について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 金属には、イオン化傾向といわれる序列があり、一般に、イオン化傾向が高い金属ほど腐

食しやすい傾向がある。

Ｂ 電食は、電流が金属から土壌などに流出する場合、金属がイオン化して溶け出すことによ

って電流が流れ、その電流に反比例して金属が腐食する現象である。

Ｃ 海水中における鉄の腐食速度は、水深によって変化する。一般的に、水深の浅い海より深

い海の方が、腐食する速度が速いといわれる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) 腐食対策について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電気防食は、電流を金属に流入させることにより腐食を防止する方法で、その一

つに亜鉛やマグネシウムの流電陽極を取り付けて、金属間のイオン化傾向の差を利

用して電流を流す方法がある。

② 金属を塗膜で覆って腐食の原因となる水や酸素を遮断し、腐食を防止する方法が

あるが、塗膜は、紫外線によって劣化するため、定期的なメンテナンスが必要であ

る。

③ 海岸地帯や工業地帯などの金属腐食の激しい地域では、鋼より線にアルミ被覆を

施した防食性の高いアルミ防食鋼より線を使用する。

④ 鋼管柱の土中部分の腐食は、土壌の比抵抗に比例して増大するため、比抵抗の大

きい土地では、一般に、ベントナイトを土壌に混ぜて比抵抗を小さくする防食対策

が採られている。

(ⅲ) 架空ケーブルつり線の腐食と対策について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 亜鉛めっき鋼より線(ＺＷ)は、全体がほぼ均一に錆びるため、劣化限度見本を用いて管理
さ

することにより破断の危険性を比較的少なくすることができる。

Ｂ アルミ防食鋼より線(ＡＷ)は、耐食性のよい鋼より線であるが、接続端子かん取付部での

局部腐食など一部分だけ極端に腐食が進むことがあるため、注意が必要である。

Ｃ 高耐食鋼より線とアルミ防食鋼より線とを柱間接続し、屋外に長時間放置しておくとイオ

ン化傾向の違いにより腐食が発生する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 支線の腐食と対策及び装柱金属類の防食について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 下部支線は、湿った土中で腐食し、特に臨海低湿地、植え込み、側溝周辺などで

激しい腐食が認められる。支線アンカの場合は、構造的に案内板のみに腐食が集中

し、ロッド部は腐食しない傾向がある。

② 防食タイプの支線アンカ及び支線ロッドには、ＰＶＡ(Polyvinyl Alcohol)焼付

被覆、飽和ポリエステル焼付被覆などの被覆強度が強く、耐衝撃性の高い有機塗覆

が使用されている。

③ 装柱金物類は溶融亜鉛めっきが施されているので、特に腐食性の環境にさらされ

なければ、３０年以上経っても赤錆が発生することは少ないといわれる。

④ 溶融亜鉛めっきが施されている装柱金物類へ着色目的で塗装することは、塗膜下

に水分等の腐食因子を蓄積しやすくするため、金物の腐食劣化を早める場合がある。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、下水道管路内への光ファイバケーブルの布設方法について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

下水道管路内への光ファイバケーブルの布設は、原則として (ア) 工法とサドル工法が

用いられる。この工法が適用できない場合には、引流し工法が用いられる。また、サヤ管が取

付けられている下水道管路には、サヤ管工法により布設することとしている。

の陶管、鉄筋コンクリート管、硬質塩化(ア) 工法は、内径２００～１,２００ ｍｍ

ビニル管、又はこれと同等以上の管厚を有する下水道管路(鋳鉄管は除く。)に光ファイバケー

(ア) を用いて下水道管路の上部にブルを布設する場合に用いられる。この工法は、布設

Ｊ型フックアンカーを設置し、これにケーブルを固定する。

を超える大口径管路に光ファイバケーブルを布設するサドル工法は、内径１,２００ ｍｍ

場合に用いられる。この工法は、管路内壁をコンクリートドリルで 孔し、コンクリートアン穿

カーを打込んでサドル(光ファイバケーブル止め金具)により光ファイバケーブルを１ ｍ 間隔

(イ) ケーブルに固定する。一般的に、サドル工法に適用される光ファイバケーブルは、

である。

引流し工法は、管路内に光ファイバケーブルを布設した後、マンホールの管口処理のみを行

い、下水道管路内では光ファイバケーブルを (ウ) 状態にするものである。 引一般的に、

流し工法 (エ) ケーブルである。に適用される光ファイバケーブルは、

サヤ管工法は、シールド工の二次巻きコンクリートなどの中にサヤ管を布設し、この中に光

ファイバケーブルを布設する工法である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 圧入式 ② ロボット ③ 二重鉄線外装

④ 網代外装 ⑤ 管底に沈めた ⑥ ウォータジェット
あ じ ろ

⑦ 無外装 ⑧ 管底にボルトで固定した ⑨ 水面に浮かした
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

光ファイバケーブルのケーブル対照と心線対照について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 光ケーブル対照は、識別したい光ケーブルの中の、任意の２本の光ファイバに同

じ位相の光を入れ、識別箇所で光ファイバケーブルの外被上から加振器で振動を加

える。この振動により発生する干渉光の強度変化により対照を行う。

② 心線対照に用いる光ファイバＩＤテスタは、送信部と受信部とで構成される。成

端部において送信部から心線対照用の光を確認対象心線に送出し、マンホール等に

おいて受信部の曲げ付与部により確認対象心線に曲げを加え、その曲げ部から漏れ

る光を検出して心線の確認を行う。

③ 光ファイバＩＤテスタは、ＭＴコネクタで成端された光ファイバコードの損失測

定を変換コードを使用せずに行うことが可能であり、光ファイバからの出射光を一

括して受光でき、テープ心線の順番を確認するための機能もある。

④ 光ファイバＩＤテスタの送信部から送出される対照光の波長は、現用心線の通信

光で使用されている波長よりも短い波長を用いている。また、曲げ付与部による損

失は、現用回線に影響を与えない範囲となっている。

(３) 次の文章は、通信土木設備の維持・運用について述べたものである。 内の(カ)、

(キ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 橋梁添架管の補修方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 管路が腐食しやすい箇所では、軽量で耐食性に優れているダクタイル鋳鉄管に交換する。

Ｂ 橋台際補修用半割管による補修方法は、腐食している区間の管路を切断・撤去し、橋台部

にアンカーボルトで橋台際補修用半割管を取り付けるため、橋台の破砕を不要にした方法で

ある。

Ｃ 橋梁添架補修用半割管による補修方法は、腐食により劣化した橋梁添架管を専用工具で縦

割りして撤去した後、橋梁添架用半割り管を装着する方法である。劣化している橋梁添架管

区間は、ケーブル収容の有無にかかわらず同一方法により補修する。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) マンホール留水の塩分濃度簡易測定について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ パックテスト法は、パック入りのハロゲンを含んだ試薬を留水の中に加え、その留水の変

色を標準色と比較し、マンホール付帯金属製品の腐食の危険性を判断する方法である。

Ｂ パックテスト法では、試薬を加えた留水の色が真っ赤に変化した場合は、マンホール留水

の塩分濃度が３,０００ ppｍ 以上で、マンホール付帯金属製品の腐食の危険性がある留水

と判断する。

Ｃ 導電率法は、マンホール留水の電気伝導度(塩化物イオン濃度)を測定し、それを塩分濃度

に換算してマンホール付帯金属製品の腐食の危険性を判断する。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (３点)

陸揚局における海底ケーブルシステムの保守管理について述べた次の文章は、 (ク) が

正しい。

<(ク)の解答群>

① 定期試験で取得するデータは、元々異常検出レベルに達しない状態の計測を行っ

ているため、最新のデータのみを保管する。

② 警報によってシステムの異常の大部分を検知することが可能であるため、異常検

出レベルに達しない程度の特性劣化や、警報対象となっていない項目の異常を発見

するための定期試験は、６か月～１年の周期で実施される。

③ 故障修理後に行う両陸揚局の間での試験データは、その後のシステムの動作状態

を把握するための基礎となるため、分析のうえ保管することが必要である。

④ 中継器の監視方式は、システムの運用中に監視できるアウトオブサービス監視方

式と、システム運用を停止して故障点の検出を行うインサービス監視方式とがある。


